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Notice
　医学は日進月歩の科学である．新しい研究や臨床的経験によりわれわれが抗菌薬時代の終焉を
迎えつつあるという恐ろしい警告が拡大し，抗菌薬耐性菌は増え続けている．
　ペニシリン耐性肺炎球菌，院内でのMRSA，バンコマイシン耐性腸球菌などの割合は増加し続
けている．市中感染MRSAは今や世界中で普通のことである．多剤耐性アシネトバクターや緑膿
菌はわれわれの病院で日々の現実である．マスコミは今や一般の人々に「汚い病院」の実在を警
告している．かつてなかったほどに医療従事者が抗菌薬の適正使用の原則を理解し，注意深く抗
菌薬を使用することが重要である．これらの薬剤は治療可能な感染症にのみ用いるべきであり，患
者やその家族をなだめるために用いるべきではない．抗菌薬で治療できないウイルス感染の患者
が抗菌薬を求めて医師のオフィスにやってくることが非常に多い．そして医療従事者はこれらの
期待に答えるために抗菌薬を投与しすぎている．微生物学の訓練を受けていない医師はより通常
の薬剤，例えば抗炎症薬，降圧薬や心臓病薬などを使うのと同じように抗菌薬を使用してしまう．
なんと，彼らはすべての感染症患者を１つか２つの広域抗菌薬で治療してしまうのである．
� （原書より）


